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1. 機 関 番 号 ３ ２ ６ ９ ２       2. 研究機関名    東京工科大学            

                        

3. 研 究 種 目 名    若手研究（B）       4. 研究期間      平 成  21  年 度  ～  平 成  23 年 度 

 

5. 課 題 番 号 ２ １ ７ ０ ０ ５ ５ ２

 

6. 研 究 課 題 名  意味痴呆患者の掘り下げ検査の改善に向けた「棒読み現象」の観察と分析手法の開発           

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
オオバ マサト 

２ ０ ３ ８ ６ ７ ７ ５ 
大庭 真人 片柳研究所  研究員 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
  

        
    

  
        

    

  
        

    

  
        

    

  
        

    

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 平成22年度は、当初の学生に対する実地研修前後の読み上げ実験を実施予定であった
が、国際医療福祉大学との間で日程調整やカリキュラム上の問題から、大規模に調査を
行うことができず、上記の実地研修前後における変化を読み上げ実験により検討する実
験に代えて、実験協力者の事前知識の調査を加えた読み上げ実験を実施した。具体的に
は、略語に関する説明文の読み上げから実験協力者が、略語について知識を有している
か調査するため、読み上げ前に略語を提示しその略語が何を略した語であり、何を意味
する語かについて説明させた。その際、略語提示から説明（もしくは未知であり説明で
きないことの表明）を開始するまでの潜時や説明の発話時間、発話音声の収録を行った
。また、その後実施した読み上げ文と重複する語彙の数などの分析を行った（本年度の
謝金は実験協力者への支払いと分析協力に充てた）。従前の読み上げ実験の使用頻度や
理解度といった指標と照らし合わせることで、協力者における語に対する新規性や既知
感などとの関係を分析した。使用頻度と潜時の間には負の相関が傾向として認められた
が、重複語数や発話時間、発話速度などに統計的に有意な関連性は認められず、その他
の項目については現在分析中である。 
 本年度は、上記追加実験のデータの精緻化と分析に注力したため、成果報告を行うこ
とができなかったが、今後掘り下げ検査への応用開発の可能性を検討するため、従前の
掘り下げ検査の様式との比較検討も行っている。 

 

 

10. キーワード 
  (1)  棒読み                  (2)  掘り下げ検査                (3) 意味痴呆             
  (4)                             (5)                              (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 



 

 

 
11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ 0 ）件  うち査読付論文 計（ 0 ）件 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
 〔学会発表〕計（ 0 ）件  うち招待講演 計（ 0 ）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
    

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


